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 皆さん、こんにちは。認定看護師ってなに? 
皮膚・排泄ケアって何?皮膚科の看護師さん? 
トイレの看護師さん?なんて思われた方もいる 
でしょうか。認定看護師は2014年に全国で 約
14000人と年々増えてきていますが、まだま 
だなじみがない方も多くいらっしゃると思いま 
す。ここで少し認定看護師について、紹介しま 
す。認定看護師とは、特定の看護分野におい 
て、熟練した看護技術と知識を用いて、看護ケ 
アの広がりと質の向上をはかることを目的とし 
て誕生した制度です。現在、がん関連や救急看 
護、感染管理など21分野ありますが、その中
でも皮膚・排泄ケアは救急看護とならび最初 
に誕生した分野で、20年前から存在します。

　私自身は、皮膚・排泄ケア認定看護師8年
目になります。皮膚・排泄ケア認定看護師は、
スキンケアを基本とし、床ずれや傷、人工肛

門や人工膀胱、失禁のケアなどを専門とする看
護師のことです。専門的知識や技術を活かし、
生活の背景を考えながら、よりよいケア方法を
一緒に考えていきます。

　主な活動を紹介いたします。私は、月～金ま
で専従で勤務しており、入院・外来問わず、院
内どこでも患者さんやご家族、看護スタッフを
はじめ、医師やいろいろな職種の方から、床ず
れや傷、人工肛門や人工膀胱、失禁のケアの相
談を受けています。
　外来では特に人工肛門や人工膀胱の手術を受
け、退院後も手術前とできるだけ同じように生
活できるようにアドバイスしたり、入院中に覚
えたケアの方法を確認する外来を担当していま
す。また、チーム医療としては、床ずれがある
患者さんのところへ、皮膚科医やリハビリ科医
師、管理栄養士、理学療法士、薬剤師、医療ソ
ーシャルワーカーと共に回診へ行き、病棟スタ
ッフと共に最善の方法を考えます。

　その他、様々な勉強会を企画し、院内の看護
師のレベルアップはもちろん、地域の看護師や
介護士を対象とした勉強会も行い、看護の質の
向上を目指す活動を行っています。 　石けんを使って手や体を洗った後は、汚れが

落ちると共に水分や油分が奪われ、皮膚を守る
機能が低下しやすい状態になります。水仕事を
したり、何度も手洗いを行うと手荒れが起きる
のは、皮膚の潤いがなくなり、乾燥した状態の
ところに、さらに石けんの成分や擦る刺激が加
わり、皮膚のバリアがなくなってしまうからで
す。また、手が荒れた状態だと、外からの刺激
を受けやすく、病原菌やアレルゲン物質などが
侵入しやすくなります。手洗いや入浴の後はす
みやかに保湿ケアを行う習慣をつけると良いで
しょう。

皮膚・排泄ケア認定看護師ってなに?

どんなお仕事をしているの?

認定看護師のバッジ

褥瘡対策チームカンファレンス

「皮膚・排泄ケア認定看護師のお仕事」

皮膚・排泄ケア認定看護師

              山坂　友美
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皮膚・排泄ケア認定看護師からのメッセージ
「皮膚を守るのは保湿ケアが大事です!」

●●保湿ケアのポイント●●

新人を対象とした体位変換やポジショニングの演習

ポイントその①
★手洗い、入浴後はできるだけすぐに保湿
　クリームを塗ります

ポイントその②
★手洗いをするたびに毎回保湿クリームを
　塗ります。

ポイントその③
★保湿クリームは皮膚がテカる程度、手の
　ひらで包み込むように浸透させましょう。

ポイントその4
★保湿クリームはお好みのものでよいです。
　まずは、手洗い後に保湿ケアを行う習慣を
　作るのが大切です。

手洗い 保　湿

入　浴 保　湿
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　平成26年7月よりIVR-CT装置を導入しま
した。ところで、皆さんはIVR(アイ・ブイ・
アール)という言葉をご存じでしょうか。さ
まざまな医療場面で活躍の場を広げている
治療法で、正確には「Intervent iona l 
Radiology=インターベンショナルラジオロ
ジー」、日本語では「画像下治療」と訳して
います。文字通り、X線(レントゲン)やCT、
超音波などの画像診断装置で体の中を透か
して見ながら、細い医療器具(カテーテルや
針)を入れて、標的となる病気の治療を行っ
ていきます。

　IVRは、外科手術のようにお腹や胸を切ら
ずに、体の奥にある臓器や血管の治療がで
きる方法です。そのため、患者さんの体へ
の負担が圧倒的に少ないという特徴を持っ
ており、高齢者や状態の悪い進行ガンを含
めたガンの治療に広く応用されています。
その他、吐血や下血などの消化管出血や、

外傷などによる出血からの救命や、血管な
どの閉塞あるいは動脈瘤にも有効な治療方
法です。治療だけでなく、在宅などでの点
滴を目的としたCV(中心静脈)ポートの留置
なども行っています。その他、当院では肝
臓を栄養する門脈と呼ばれる血管の治療(門
脈圧亢進症のIVR治療全般)や、肝臓の腫瘍
に針を刺しラジオ波で焼却する治療(RFA)、
体の中にできた膿瘍のドレナージなどの治
療も積極的に行っています。画像を撮影する
機器は様々ですが、体表面から体を2次元に
観察するX線装置と体の断面を立体的に観察
できるCT室は多くの病院では離れており、
同時に撮影することは困難でした。IVRはX
線装置を主に使用し、どうしてもCTも必要
な場合、患者さんにCT室に移動してもらう
必要がありました。今回導入したIVR-CTは
X線装置とCTが一体となっており、患者さ
んの移動が必要なく、治療中にも容易にCT
が撮影できるようになりました。そのため、
標的とする病気にカテーテルや針、治療薬
などがしっかり届いているか、合併症が生
じていないかなど、必要に応じてCTの画像
を確認 することが可能となり、治療の効果
や安全性が 格段に上がりました。近年、こ
のように画像診断技術やカテーテルなどの
発展はめざましく、検査および撮影方法・
IVRの選択の幅が広がりました。各患者さん
の病状にあった検査や治療となるよう各診
療科や他医療機関と連携し検査の方法を決
定することや、IVR治療の適応のある患者さ
んに治療方法や合併症の説明を直接行うこ
とが、放射線科の大きな役割となってきて
います。当院ではIVR専門外来を設け、日本

IVR学会認定の専門医と専門看護師で外来を
担当し、患者様にも担当医の先生方にも安
心してより質の高い治療を提供できるよう
努めています。今までは院内の先生からの
ご依頼のみでしたが、地域の病院や医院の
先生方から直接ご依頼を受け、IVR治療が可
能となりました。インターネットでの専門外
来の予約も可能です。この外来を通じて、地域
の病院・医院と相模原病院の連携がより親密
になればと考えております。これからも患者
さまが安心して、放射線の画像検査やIVR治療
を受けられるよう、放射線科のスタッフ一同、
努力していきたいと思いますのでよろしく
お願いします。

IVR-CT装置

「IVR CTの導入」

放射線科医長

  　 瀧川　政和
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CT画像で、肋骨の間を超えて、肺の腫瘍の
中心に針が入っていることが確認できます

IVR-CTとスタッフ
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